
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 期 累 計 546,797円 

年 間 予 算 2,500,000円 

達 成 率 21.87％ 

  
 
・10/12   支援センター 運動会 9：45～ 
・10/12  地区 第 3回地区公共イメージ向上委員会 13:00～ 
・10/15  第１回 FR親睦交流会実行委員会 18:30～ 
・10/16   大東 RC 第 1回ゴルフコンペ  
・10/22   休会 
・10/26  くずは 45周年式典 16：00～ 
・10/27  米山奨学生レクリエーション 10：00～ 
 
・11/5   休会 
・11/8    大東市小中学生弁論大会 
・11/10  インターアクト年次大会 10：00～ 
・11/19   夜間例会 社会奉仕 情報集会 
 

第２６６０地区 
大東ロータリークラブ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12時 30分～1 時 30分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

◆4 つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 
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大東ロータリー会長テーマ 

「 One for all ,All for one 」 

◆ 出席報告（9月 24日分） 

会員数 39名 出席数 27名 欠席者 7名 

特定免除 5名 その他免除 0名 

出席率 79.41％ 

 

前々回 9月 3日分 

ホームクラブの出席者 34名  94.44％ 

メークアップの結果 36名 

特定免 3名  その他免除  0名 

欠席者 0名  修正出席率 100.00％ 

 

 

後面に記載 

 
２０１９年～２０２０年度 

 
国際ロータリーのテーマ 

 
国際ロータリー会長  

 
  マーク・ダニエル・ 

マローニー 

お知らせ 

先週の例会報告 

ニコニコ箱 

 
ロータリーは世界をつなぐ 

 

次週の予定   （10月 15日） 

今週の予定   （10月 8日） 

創立 1967年 12月 26日 
■会長 田川 和見 
■幹事 中野 秀一 
■広報委員長 森脇 克弥 

「 脳ドックでわかること 」 
 担当 岡井 康弘 会員 

ゲストスピーカー 仁泉会病院 放射線科技師長 
野尾 悟志 氏 

 
  

「 米山月間に因んで 」 

 米山奨学委員会 大矢 克巳 委員長 
  

◆ 出席報告（10月 1日分） 
会員数 39名 出席数 18名 欠席者 10名 

特定免除 11名 その他免除 0名 

出席率 64.29％ 
 

前々回 9 月 10日分 
ホームクラブの出席者 30名  88.24％ 

メークアップの結果 34名 

特定免除 5名  その他免除  0名 

欠席者 0名  修正出席率 100.00％ 

 

 



 

 
 
 

   
 

皆さま、おはようございます。 

Ｏｎｅ ｆｏｒ Ａｌｌ，Ａｌｌ ｆｏｒ Ｏｎｅ

の精神、ラグビーから学んだ和の心、ラグビー

がラグビーたるゆえんとは、今年の大東ロータリ

ークラブのスローガン、「Ｏｎｅ ｆｏｒ Ａｌｌ，

Ａｌｌ ｆｏｒ Ｏｎｅ」や「Ｎｏ ｓｉｄｅ」

の精神。これらは実は和製英語ですが、ラグビ

ーの本質を突いた言葉、世界中のラガーが共有

している思いであるといえましょう。こうした

ラグビーの精神は、ロータリーの精神一般にも近いものがあるように思います。 

現在行われているラグビーの起源は、中世（１５世紀頃）、イギリス（ブリテン）

で行われていたフットボールにあるといわれています。試合では、レフェリーも置

かず、キャプテン同士が話し合ってルールを決めており、これが今のラグビーに見

られる、キャプテン重視の文化の由来とされています。 

今でも、試合中の指示は基本的にキャプテンが行い、監督はスタンドから試合を

見守ります。また、ルールを「守らなかったら罰を与えられるもの」ではなく、「ゲ

ームを進める上で大切なものとして共有し、自ら守るもの」と捉える文化が、ラグ

ビーにはあります。ラグビーの試合では、選手自らが意図的に反則を犯せば、反則

の内容にかかわらず一発退場です。ルールを自ら守る、という姿勢が強いのです。 

それだけ、ラグビーは危険なスポーツであり、ルール違反は大きなけがにつなが

るため、一人一人が自律心をもって競技することが大切なスポーツである、という

ことではないかと思っています。 

日本では、慶應義塾大学がラグビーを初めて導入したルーツ校です。１８９９年に当

時の英文学の教員であったエドワード・Ｂ・クラークが、学生たちにこの競技を指導し

たことが始まりです。慶應では、今でもラグビー部ではなく、「蹴球部」が正式名称です。 

ラグビーでは、試合後にグラウンドでお互いをたたえ合う、（エールを交換して全

員で握手）行為があります。この“No side”の行為は、単にたたえ合う、というこ

とでは終わりません。正式なラグビー場には、懇談室が備え付けてあり、試合後、

シャワーを浴びて正装に着替えた両チームがここで交歓会を行うのです。ラガーは、

ゲームが終わればチームを超え、敵味方を超え仲が良いのです。ロータリーも似て

いませんか？地区、クラブでの意見の相違があったとしても、結局ロータリアンは

仲がいい、というイメージです。 

また、ファンにも基本的に敵味方の区別がなく、一緒になって観戦をします。つ

まり、観客は特定のチームではなく、ラグビーを見にきているということなのです。 

敵のミス、反則に拍手を送るなどというのは言語道断。むしろ、敵味方を超えて

ファインプレーに拍手を送るというのが、ラグビーの精神、応援のマナーです。国

境もありません。これもロータリーに似ていませんか？ 

会長 田川 和見 
 
 
 
 

会長の時間 



 

 
 
 

日本代表チームとしてプレーするに当たり、日本国籍を取得する必要はありません。

日本で３年以上プレーしていて、他国の代表経験がないこと、これだけが前提条件です。

私の知る限り、このように自由で、国境のないスポーツは他にないのではと思います。 

よく知られた“One for All,All for One”と”No side”は表裏一体の関係にあ

ります。“One for All,All for One”はチームが一体となってということですが、

実はもう少し深い意味合いがあります。敵も味方も、そして国も超えて、ラガーの

間での、ラグビーを愛している人の間での“One foe All,All for One”、すなわち、

みんな“No side”なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ニコニコ箱委員会                   委員長  谷中 宗貴 

・大東市民まつり参加、秋の交通安全参加、ありがとうございました！ 

         田川 和見 君 

・間委員長 少年野球閉会式お疲れ様でした   中野 秀一 君 

・久しぶりのＲＣ、席があり感謝      大西 寛治 君 

・海外旅行        髙島  登 君 

・間委員長 少年野球大会お疲れさまでした 感謝   中  恒夫 君 

・秋の交通安全 欠席 お詫び     木村 克己 君 

・ジャイアンツ優勝しました ご声援ありがとうございました 中嶋 啓文 君 

・大東ロータリークラブ旗杯争奪少年野球大会閉会式への多数のご参加 

ありがとうございました 隆二さんいつも写真をありがとうございます  

早退お詫び       間  紀夫 君 

・中野秀一幹事お世話になりました 間委員長 少年野球閉会式お疲れ様でした 

         中野 隆二 君 

・来週家族会よろしくお願いします     柿木   篤 君 

・中野隆二さん先日は大変お世話になりました   中崎   諭 君 

・富士山無事登頂出来ました ありがとうございました 感謝 樋本 有伸 君 

・大東市民まつりお疲れ様でした  

田川会長、中野幹事、木村先輩、西山委員長ありがとうございました 

         生駒 智人 君 

・中野隆二さん先日はありがとうございました   中野   剛 君 

・本日つたない話ですが、卓話よろしくお願いします  谷中 宗貴 君 

委員会報告 



 

 
 
 

◎社会奉仕委員会        

９月１５日（日）に行われました「大東市民まつり」では、多くの会員の皆様にご

協力頂き、無事終了することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２０日（金）住道駅前デッキにおいて交通安全運動のキャンペ－ンが行われま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 

◎青少年奉仕委員会       委員長  間  紀夫 

９月２３日、令和最初の大東ロータリークラブ旗杯争奪少年野球大会の決勝戦が行

われました。 

決勝戦は、オール住道 対 寺川ブラックスという組み合わせとなりましたが、今

年度も第４０回という節目の大会にふさわしい熱戦が繰り広げられました。 

初回、制球力の定まらないピッチャーから寺川ブラックスが３点を先制すると、寺川ブ

ラックスの先発ピッチャーの森君が球威のある球で要所を締め中盤までは、４対０

と寺川ブラックスのペースで試合は進みました。 

このまま一方的な展開になるかと思われましたが、オール住道の２番手ピッチャー

の澤村君の粘りのピッチングにこたえるかのように、４回表、オール住道の攻撃陣

が２点を返し、終盤を迎えました。 

５回表、オール住道の反撃を阻止すべく、寺川ブラックスは２番手ピッチャーの中

野君を投入しましたが、制球定まらずノーアウト１塁２塁のピンチを迎えました。 

ここで、オール住道は送りバントを選択するも、キャッチャーの好フィールディン

グもあり三塁フォースアウト、次のバッターもショートゴロ、ダブルプレーに打ち

取られ万事休す。 

このピンチを無失点で切り抜けた寺川ブラックスが５対２で見事、第４０回大東ロ

ータリークラブ旗杯争奪少年野球大会の優勝チームとなりました。攻守ともに日頃

の練習の成果を発揮できていたものと思います。本当におめでとうございます。 

負けはしましたが、最後まであきらめず粘り強く戦ったオール住道の選手達にも大

きな拍手を送りたいと思います。 

なお、この大会に優勝した寺川ブラックスと準優勝のオール住道の両チームは、１

０月に行われる大阪府の秋季大会に出場することとなります。両チームが大阪府大

会で活躍してくれることを期待します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 

 

 

 
「 雑 感 」 

             
                 ～IR（Integrated Resort）について～ 

 
 
 
 

              
 
 
 

 谷中 宗貴 会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先週の卓話 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
直前山本ガバナーより感謝状が届きました 



 

 
 
 

＜10 月 1 日＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 

 
 
 
 
 


